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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること
＜連絡事項＞

· 学術抄録は８／１５までに提出となるので、８／５までに室長に確認し見て頂く(部署、委員会を含む)。

· 諸届(有休等)は、毎月１８日までとする。以降は受け取らないとする。

· 職員ロッカーの上に、ゴミを置いている人がいるので直ぐに片付けること。

· 昇格試験は毎月第４月曜日に実地。

· 中級試験～今月は第４火曜日の２６日に行う。

· 上級試験～１０月に行う。

· 院内での患者様の携帯電話の使用について考える(どんな場所、どんな時に使用して良いのか)。

· スタッフのサポート体制は全課長が相談窓口となる。

· メモ書きしているスタッフはすぐに止める事(落としてしまうと、個人の情報が漏れてしまう為)。

· パソコンの状態が悪い為、情報が漏らないようにするよう使用後は必ず、ログオフする事。

· 個人情報保護法に関するアチーブメンテストは、通所リハビリテーションの業務を組み込んで、再提出とする。　締め切りは２０日までとする。(１９日までには未決ボックスへ)

＜利用者様情報＞

· 清川　厚子様～１週間、排便がなく外来受診にて浣腸施行し硬便みられている。本人に整腸剤など　　　　　　

排便を促す薬の服用を促すが「入院したい。」と強く希望され本日入院となる。

＜通リハ評価＞

デイケア　大久保　康弘　様（50）統合失調症

	
	スタッフ評価

	A身だしなみ
	５・④・３・２・１

	B生活リズム
	５・４・③・２・１

	C疎通性
	５・４・③・２・１

	D自己表現
	５・４・③・２・１

	E柔軟性
	５・４・③・２・１

	F集中力と根気
	５・４・③・２・１

	G常識的行動・マナー
	５・４・③・２・１

	Hデイケア外での対人交流
	５・４・３・②・１

	I余暇・社会資源の利用
	５・４・③・２・１

	Jデイケア内での役割意識と行動
	５・４・３・②・１


＜本人の状況＞

· 評価項目Ｊについて。以前うみねこ幸房利用されていたことがあり、「幸房に比べるとデイケアは楽で、デイケアはレベルが低いですよ」と話されたり、「しょせんあの人は八戸北高校ですから」と他者を見下すような発言が聞かれることがある。

「他の人が話さないし、しょうがないから私が話します」「一人で行くと危険だから、私が一緒に行ってあげます」等と話されたり、他者が上手く話せずにいると変わりに話してしまったりすることが見られる。

他者の掃除当番等の役割を代わりに行うなど他者に対して過干渉な面がみられる。また、そのことにより役割を過剰に負ってしまい、夜間の睡眠時間を割いて役割を全うしようとすることが見られる。

· 就労前準備段階プログラムにて、『人の話している時に自分が答えてしまわないようにする』ということを目標に挙げている。

＜検討内容＞

・他者の役割を代わりにやってしまうことがしばしば見られる。その都度スタッフが声掛けしているが、「分かっている」と話されるものの同じ行為を繰り返している。

・自己評価の高さ、認知の歪み

＜今後の対応＞

· 自己の現在の能力を妥当に評価していけるように、面談の中で話をしていく。

· 他者とペースを合わせてデイケアに参加出来るように促していく。デイケアはリハビリテーションの場であること、遅くてもへたくそでも皆訓練の為に活動を行っており、それを本人が代わりにやってしまうことで他者のリハビリテーションを阻害してしまうことを説明して行く。

· 他者の話に割り込んでしまう際には、状況を説明し、本人は今どうするべきなのかを自己洞察出来るように促していく。

